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伝
統
的
な
詩
物
語
の

い

か
な
る
シ

ン

ボ
リ

ズ
ム

と
組
み
合
わ
さ
れ
て

何
を

示
そ
う
と

し
て
い

る
の

か
。

　
同
マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ
テ

ィ

ー
』

が
、

王

女
マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

の

頭
の

先
か
ら
爪
先
ま
で

の

理
想
的
な

美
し

さ
を
描

写
す
る

イ
ン

ド
の

恋
愛
物
語

詩
の

典
型．
的
な
手
法
や、

王

子
マ

ノ

ー
ハ

ル

と
の

別
離
の

苦
し
み

を
十一
．一

カ

月
の

自
然
の

移
ろ

い

に

合
わ
せ
て

描

く
手
法
を
用
い

る

と
こ

ろ

は
ヒ

ン

デ

イ

i
・

カ

ー

ヴ
イ

ヤ

の

名
に

ふ

さ

わ
し

い
。

だ
が、

王
子
マ

ノ

ー
ハ

ル

が
ヨ

ー

ギ
ン

の

姿
を
と

っ

て

愛
す
る

マ

ド

ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

を

求
め
る

旅

と
、

鳥
に

姿
を

変
え
ら

れ

た
王

女
マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

が
マ

ノ

ー
ハ

ル

と
の．
冉
会
を
求
め

る

旅
を

、

著
者
が

「

愛
の

道
」

と

な
づ

け
、

夢
の

中
で

の

出

会
い
、

別

離
、

再
会

、

別
離、

再
会

、

結
婚

、

旅
立
ち
ま
で

の

過
程

を
、

対
称
的
な

円
環
を
な

し
つ

つ

も
さ

ま

ざ

ま
な

角

度
で

対
応

関
係
を
も

つ

複
雑
な

構
造
で

描
き
だ

す
姿
は
、

恋

愛
物
語
詩
を
越
え
た

抽
象
的
な

象

徴
に

満
ち
た

精
神
的
叙
事
詩
の

名
に

ふ

さ
わ

し
い．、

　
マ

ン

ジ
ャ

ン

は
、

イ
ン

ド

の

ス

ー

フ

ィ

ー

教
団
の

中
で

も
、

ナ
ー

タ
・

ヨ

ー

ガ

に

通
じ

た

シ

ャ

ッ

タ

ー

リ
ー

教
団
に

属
し

て

い

た
。

そ
の

直
接
の

導
師
は
、

自
ら

ナ
ー

タ
・

ヨ

ー

ガ

を
実
践
し、

ナ
ー

タ
・

ヨ

ー

ガ

文
献
に

も
含
ま
れ

る

呼
吸
を

観
察
す
る
占
術
法
や

座
法、

タ

ン

ト

ラ

的
な
女
神
の

勧
請
法
な
ど

を

含
む

『

甘
露
の

水
瓶
（

ア

ム

リ

タ

ク

ン

ダ）
』

と

題
さ

れ

る

イ

ン

ド
の

言
語
で

著
さ
れ

た
と
い

う
文
献
の

ア

ラ

ビ
ア

語
・

ペ

ル

シ

ア

語
訳
で

あ
る

『

生
命
の

水
槽
（
ハ

ウ
ド
ゥ

ル
・

ハ

ヤ

ー

ト
）

』

を、

『

生
命

の

海
（
パ

フ

ル

ル
・

ハ

ヤ

ー

ト
ニ

と
題

し
て

重
訳
し

た

ム

ハ

ン

マ

ド
・

ガ

ウ

ス
・

グ

ワ

ー

リ
ア

リ
ー

で

あ
っ

た
。

マ

ン

ジ

ャ

ン

は
、

神
の

本
質
そ

の

も
の

で

あ
っ

た

自
己
が

現
象
世
界
に

下
降
し、

「

愛
」

の

姿
で

世

界
に

顕
現
し
て

い

る

神
の

本
質
に

出

会
い
、

再
び
上
昇
し

て

自
ら
の

起
源
に
戻

っ

て

い

く
と

い

う
シ

ャ

ッ

タ

ー

リ
ー

教
団
の

修
道
論
を
こ

の

精
神
的
叙
事

詩
に

描
い

た
。

　
そ
れ

を

支
え
る

イ
メ

ー

ジ

は、

『

生

命
の

海
』

の

枠
物
語
と

し
て

用
い

ら
れ
た

新
約
聖
書
の

外
典
の
一

つ

「
ト

マ

ス

行
伝
』

に

含
ま
れ
る

『

真
珠

の

歌
』

と、

中
世
イ
ラ

ン

の

哲
学
者
で

照
明
学
派
の

始
祖、

シ

ハ

ー

ブ
ッ

デ

ィ

ー

ン
・

ス

フ

ラ

ワ

ル

デ
ィ

i
・

ア

ル
・

マ

ク

ト
ゥ

ー
ル

に

よ

る
『
愛

の

真
実
に

関

す
る

論
攷
」

の

シ

ン

ボ

リ
ズ
ム

に

あ
る

。

マ

ン

ジ
ャ

ン

の

「

別

離
こ

そ

が

人
間
の

唯
一

の

希
望
で

あ
る
」

と
い

う
こ

と
ば
に

は
、

人

間
が

自
己
の

起

源
へ

の

帰
還

を
目

指
す
こ

と

が

自
己
を

知
る

こ

と

で

あ

り
、

「

白
己
を

知
る

も
の

は

神
を

知
る
」

と
い

う
ス

ー

フ

ィ

ー

の

言
葉
に

象
徴
さ

れ
る

人
間
の

救

済
を
見
出
す
こ

と
が
で

き
る．、

そ
れ

こ

そ
が

、

ナ

ー

タ
・

ヨ

ー

ガ

の

目
指

す
、

サ
ハ

ジ

ャ

（
最
高

実
在）

へ

の

ラ

ヤ
（
消
融）

で

あ
り

、

聖

典
や

論
書
か
ら
は

学
ぶ

こ

と
の

で

き
な
い

実
践
に

よ

り
得
ら

れ

る

叡
智
で

あ
っ

た
。

イ
ス

ラ

ー
ム

的
自
然

法
論
の

意
義
と

問
題
点

浜

　
本
　
一

　

典

　
自
然
法
を
め

ぐ
る

議
論
は

占
代
ギ

リ
シ

ア

で

始
ま

り、

変
遷
し
つ

つ

今

日
ま
で

続
い

て

い

る
。

伝
統
的
な
理
解
に

よ

れ
ば
、

自
然
法
と
は
、

人
間

の

自
然
的
本
性
に

合
致
し、

普
遍
的
妥
当
性
を
有
す
る
法
で

あ
り、

理
性

に
よ
っ

て

経
験
的

に

認
識
さ
れ

る
。

こ

の

よ

う
な

自
然
法
の

概
念
は
一

見、

シ

ャ

リ

ー

ア

と

い

う
啓
示
法
を
擁
す
る
イ
ス

ラ

ー
ム

に

は
馴
染
ま
な

い

よ

う
に

思
え
る

。

に

も
か

か
わ

ら
ず、

シ

ャ

リ
ー

ア

と

自
然

法
の
一

致
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を
肯
定

す
る

見

方
も

存
在
し、

次
第
に

有
力
と

な
り

つ

つ

あ
る

。

だ
が、

そ
の

よ

う
な
見

方
は

本
当
に

成
り
立
つ

の

か
。

ま
た
、

い

か
な
る

目
的
で

主
張
さ
れ
て

い

る

の

か
。

本
発
表
で

は
、

考
察
の

対
象
を
ム

ス

リ

ム

の

学

者
に
よ
る
自
然

法
論
に

絞
り、

そ
の

意
義
と

問
題
点
を
検
討
す
る

。

　
ム

ス

リ
ム

の

自
然

法
論
者
の

多．
く
は
、

そ
の

根
拠
と

し
て、

イ
ス

ラ

ー

ム

が
人
間
の

本
性
（
フ

ィ

ト
ラ）

に
合
致
し
た

教
え
で

あ
る
こ

と

を
挙
げ

る
。

ク

ル

ア

ー

ン

に

は
、

「

あ
な
た

の

顔
を
こ

の

教
え
に

し

っ

か

り
と

向

け
よ

。

（

ア

ッ

ラ

ー

が
）

人
々

に

与
え
た
ア

ッ

ラ

ー

の

本
性
を
（
守
れ）
」

（

三

〇

章
三
〇

節
）

と

あ
る
。

ま
た
預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
は、

「

す
べ

て

の

赤
ん

坊
は

本
性
の

ヒ

に

生
ま
れ
る
。

彼
の

両
親
が
彼
を

ユ

ダ
ヤ
教
徒
や

キ

リ
ス

ト
教
徒
や
マ

ギ
教
徒
に
す
る

の

で

あ
る
」

と

言
っ

た
。

こ

の

こ

と
に

基
づ

き、

シ

ャ

リ

ー

ア

が
自
然
法
に
一

致
す
る

と

主

張
さ

れ
る

。

　

も
っ

と

も、

イ
ス

ラ

ー

ム

が
人
間
の

本
性
に

合
致
し
た

教
え
で

あ
る

か

ら
と

い

っ

て
、

自
然
法
と
い

う
概

念
を

持
ち

出
す
必

要
は

必
ず

し
も
な

い
。

実
際、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

教
え
と

人
間
の

本
性
と
の

密
接
な
関
係
を

強

調
す
る
一

方
で
、

シ

ャ

リ
ー

ア

を

自
然
法
と

同
視
す
る

こ

と
を

拒
む

者
も

少
な

く
な

い
。

そ
れ

で

も
自
然
法
論
が

存
在
す
る

の

は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

に

お

け
る

人

権
尊
重、

異
文
化
と

の

共
存
可

能
性、

啓
示
解
釈
の

可

変
性
な

ど
を

訴
え
る

際
に
、

西
洋
と

同
じ

用
語
を

使
う
こ

と
に

よ
っ

て

彼
我
の

異

同
を

鮮
明
に

示
し

た

い

と

考
え
ら
れ

た
か
ら
で

あ
ろ

う
。

　
だ
が

、

一

口

に

ム

ス

リ
ム

に

よ
る

白
然

法
論
と
い

っ

て

も、

シ

ャ

リ

ー

ア

と

自
然
法
の

関
係
を
ど

う
見
る

か
は

論
者
に

よ
っ

て

異
な
る

。

例
え
ば

エ

ッ

ザ
テ

ィ

は
、

シ

ー

ア

派
・

親
ム

ウ

タ

ズ

ィ

ラ

派
の

立

場
に

立
ち

、

啓

示
と
理

性
の
一

致
を
主

張
す
る
】

方
、

法
的

事
項
に

関
す
る

啓
示
の

権
威

を
認
め

、

た
だ

啓
示
が

沈
黙
し

て

い

る

場
合
に

限
っ

て

理

性
の

働
き
に

頼

る
。

つ

ま

り、

エ

ッ

ザ
テ

ィ

の

自

然
法

論
に

お
い

て

は
、

ク

ル

ア

ー

ン

と

ハ

デ

ィ

ー

ス

こ

そ
が
自
然
法
の

最
も
重
要
な
法
源
で

あ
り

、

理

性
は
そ
れ

ら
を
補
う
役
割
を
担
う
に

過
ぎ
な
い

。

こ

の

よ

う
な

自
然

法
論
は

、

伝
統

的
な
イ

ス

ラ

ー

ム

法
学
と
は
親
和
的
で

あ
る

が
、

理

性
へ

の

信
頼
が
限

定

的
で

あ
る
点
で

西
洋
の

自
然
法
論
と

は
別
物
で

あ
る
こ

と
に

注
意
を
要

す

る
。

　
こ

れ

に
対
し、

シ

ャ

リ
ー

ア

と

西
洋
的
な
白
然
法
と

の

類
似
性
を
強
調

す
る

も
の

も
あ
る

。

マ

フ

マ

サ

ー

ニ

ー
は
、

シ

ャ

リ
ー

ア

の

規
定
を
イ
バ

ー

ダ

ー

ト
（

神
へ

の

儀
礼
に

関
す
る

規
定）

と

ム

ア

ー

マ

ラ

〜

ト
（
人
間

同
士
の

間
を

律
す
る

規
定）

に

区
分
す
る

。

そ
の

上

で

ム

ア

ー

マ

ラ

ー

ト

を
、

解
釈
が

状
況
に
よ
っ

て

左

右
さ

れ
る

個
別
的
規
定
と
、

普
遍
的
に
妥

当
す
る

包
括
的
規
定
・

原
則
と
に

区
別
し
、

後
者
は

啓
示
が

な
く
て

も
理

性
に

よ
っ

て

認
識
で

き、

古
代
ギ

リ

シ

ア

以

来
の

自
然
法
に

も
共
通
し
て

含
ま
れ

る

と

言

う
。

こ

れ

に
よ

れ

ば
、

ム

ア

ー

マ

ラ

ー

ト
の

規
定
の

う

ち、

常
に

適

用
さ
れ

る

の

は

理

性
に

よ
っ

て

普
遍
性
を

認
め

ら
れ
た
も
の

だ

け
で

あ
り

、

そ

う
で

な
い

部
分
は

理
性
に

よ

り
状
況
に

合
わ

せ

て

解
釈

さ

れ

る

か
ら

、

ム

ア

ー

マ

ラ

ー

ト

全

体
が

理

性
の

要
求
に

従
う
こ

と
に

な

る
。

こ

の

よ

う
な

自
然

法
論
は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

法
学
の

変
革
を

進
め

る

に

は

都
合
の

良
い

理

論
で

あ
る

が
、

反

面
、

場
当
た

り
的
な

解
釈
の

正
当
化

に

用
い

ら
れ
る

虞
も
あ
る

。
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